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ごあいさつ

暦上では立秋も過ぎ、朝夕には時折秋の気配も出て参りましたが、まだ残暑は続きそうです。夏の疲れが
出始める時期ですが、皆様お変わりなくお過ごしでしょうか。日本でも夏には 40℃近い日々や、豪雨等
による甚大な自然災害が半ば日常的な事となり、本当に気候変動を肌身に感じます。8 月チェンマイ国際
大会のエクスカーションで訪問のサオヒン YMCA では、気候変動やエネルギー問題など環境教育に熱心
に取り組んでおり、我々日本のワイズ・YMCAの枠組みにおいても学ぶべき所が多いと感じました。
　また、今年は被爆から 79 年目となりました。決して平和とは言えない昨今の世界情勢にあって、広島
では福山クラブの木原世宥子ワイズがプロデュースの平和創作劇 IPRAY2024 が公演され、
広島 YMCA・ユースリーダーによる International Youth Peace Seminar2024(Y ‘s×SDGs Youth 
Action2024 支援活動 ) が実施されました。ユースが関わり考え、世界とも繋がりながら平和活動を発信
する事は、未来への平和創造に対して大きな意義を感じます。来年は被爆 80 周年。更なる平和への活動
推薦を願っています。
　そんな中、8 月はタイ・チェンマイにて YMI の第 74 回国際大会が盛大に開催され、世界のメンバーと
繋がりました。国・民族・宗教を越えてフェアな関係で繋がる我々のような国際友好団体の存在は、ある
意味今の世の中にあって貴重な存在と感じます。日本ワイズ 70 周年史にも、かつて世界のメンバーがそ
れぞれの国際的な繋がりを駆使し、紛争の平和的解決に向け働きかけをした歴史が記録されていますが、
今我々自身も世界の社会課題へ働きかけ、変革する術を持ち得ているのです。我々は志を共にした世界の
メンバーと繋がって（Connecting）いるのです。
　さて、7 月 27 日（土）は今期初の周年例会として和歌山紀の川クラブ 40 周年祝会に参加をしました。
150 名近いメンバーが集いお祝いをいたしました。YMCA、ユースとの繋がりを本当に大事にされている
クラブです。また京都での京都パレス・ウエスト・エイブルクラブの合同例会、名古屋での名古屋・名古
屋グランパスの合同例会にも参加をし、ともに今期への会員増強への力強い意気込みを伺えました。9 月
はEMC強調月間です。活動の盛んな秋シーズンに向け是非各クラブ会員増強への弾みをつけてください。
いよいよ部会シーズンです。我々西日本区メンバーも是非この機会を通じ、部内での研鑽のみにとどまら
ず、積極的に部を越えた交流をし、よりよき繋がりをもって親睦を深めてください。皆さま部会で笑顔を
もってお会いしましょう！

2024-2025 年度  西日本区理事　鵜丹谷 剛

『つながろう - Let’s connect !-』



８月の西日本区強調活動

EMC・YES

今期の新入会員の目標数は「150名」です。各部、各クラブのみなさまには現会員数の12％にあ

たる人数の新入会員をお迎え頂くようお願いしております。

ただ漠然と12％と考えると、雲をつかむような話です。まずはクラブ全体で、ワイズの声掛けを

することが出来る人たちが何人いるのかを考えると具体的になると思います。クラブの会員のみ

なさんお一人お一人が、声掛け出来る知人・友人が何人いるのかを考えることが必要です。

私は、中西部の大阪茨木クラブに所属しています。私は周りに声掛け出来る人が128人います。

そして大阪茨木クラブ全体では689人です。大阪茨木クラブでは、今後この689人に対して、如

何にしてワイズを知ってもらい、理解、共感してもらい、そして参画してもらうことを考え、行

動していきます。大阪茨木クラブは13名です。689名のうち2名に入会してもらう、と考えると

決して無理な数ではないと思っています。こういった活動を西日本区全体で広げていきたいと考

えています。

新クラブ設立のために使うYES献金は、今期も引き続きお一人500円を目標に、2025年3月15日 

納付期限として広く募集しております。

今期は、このYES献金の使用目的をさらに広げ、新クラブ設立に付随する活動などにも使えるよ

う運用細則を整備し、今後のワイズメンズクラブの会員拡大に寄与出来るようしっかり考えてい

きます。

西日本区   EMC主任　清水 真一



わたしたちは、神にはありのままに知られています。

コリントの信徒への手紙二　5章 11 節

聖書の小窓「ありのままに見る」

ある先生の家が隣家からの貰い火で全焼しました。火事になると全てを失うことになります。
蔵書から論文ノート、研究のための資料のすべてを失くしました。彼は宗教者でもあったので、
この火事をどのように受けとめたかを教えて下さいました。
先生はまず隣家の人を怨みました。「家を焼かれた」と思いいつか復讐してやろうと考えます。
しかし彼は宗教者でした。これではいけないと「家を焼いた」と思おうとしました。
けれどそれは事実と違うことなので、やっぱり納得できませんでした。そこで最後に「家は焼けた」
と考えました。「焼かれた」でも「焼いた」でもなく「焼けた」と思うようにしたのです。
すると、事実をその事実のまま、淡々と受け止めることができ、自分も人も傷つけずにすむこと
がわかったというのです。
「ありのまま」に受け取るということは難しいことです。しかし、「ありのまま」でしかないのです。
自分たちのクラブ活動を「ありのまま」に見ることができれば、何か新しい活動のヒントを神様
から頂けると思います。

西日本区チャプレン　立野泰博



Region Japan West 2024-25

JWF 管理委員会　3期目の委員長を務めます、名古屋クラブの
川本です。小学生のころからYMCAキャンプで夏を過ごした私にとっ
て、夏といえば Y キャンプ。50 才目前でご縁をいただき、再度名古
屋YMCA会員になり、その延長線上でワイズメンズクラブに入会以来、
ワイズメンであると同時に名古屋 YMCA 維持会員として YMCA の
様々な会員活動を楽しんでいます。
今年も標高 1400ｍに位置する涼しい YMCA 日和田キャンプ場で延べ
1週間ほど小学生キャンプ・日韓ユースセミナーなどでキッチンスタッ
フとしてお手伝いが出来ました。
猛暑の名古屋から逃げ出し、涼しいキャンプサイトで子どもやユース
たちの姿に元気をいただきながらご奉仕できる贅沢な夏を過ごす・・・！
当分やめられそうにもありません。

JWF 管理委員会

川本龍資

委員長紹介

西日本区の皆様こんにちは、今期もハリキッテ２年目の委員長を務めさ
せて頂きますので宜しくお願い致します。この委員会の目的は、「ワイズ
運動の理解を通して、会員自らのリーダーシップをたかめ、自己研鑚や
地域社会に貢献できるよう、会員相互のリーダーシップ開発を目的とす
る」とロースターに記載されております。私的には、これからのワイズ
を引っ張っていく人材の発掘、そしてスキルアップへのサポート、自ら
の自己研鑚の場だと思っております。またこの委員会は委員長と数名の
委員で活動をしており、任期は最長で委員長が 4年、委員が 6年となり、
主に 11月に開催されます西日本区次期役員研修会と、3月に開催されま
す西日本区次期会長主査研修会の企画、運営をしており、その準備の為
に年に 4～ 5回程度委員会を開催しております。日々楽しく活動をして
おりますので、新たに委員になって頂ける皆様をお待ちしておりま～す！

ワイズリーダーシップ開発委員会

中村隆司

夏はやっぱり　YMCAキャンプ！
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委員長紹介

クリスチャニティー委員長の職責を引き継ぎ 3年目になります。クリス

チャニティー委員会は、ワイズメンズ活動のバックボーンである愛と奉

仕の精神を理解していただくための「キリスト教理解」をすすめる活動

を行っています。委員の皆様と共にキリスト教のことを知っていただく

活動を進めていきたいと思います。

福永は、広島YMCAのスタッフとしてYMCA米子医療福祉専門学校の

立ち上げから 10年運営に携わりました。広島YMCA退職後 2007 年に

クラブに復帰し、2008 年から今日まで次期会長・主査研修会は皆勤賞、

瀬戸山陰部長も 3度務めました。クリスチャニティー委員も今期で 8期

目となり、今期中に次期委員長への引き継ぎを進めていきたいと思って

います。

クリスチャニティー委員会

福永君二

区報編集委員会

伊藤文訓
鵜丹谷理事期第 1号の区報を、ご覧になったか？否か？、クラブ会長が皆
さんに渡されたか？否か？。もっと以前にそもそも「西日本区報」をご存
じか？否か？。そんな区報も西日本区創設以来通算 84号を迎えました。
区報とは西日本区の主なあゆみを、公式文献として記録・保存し、
年 3回実本でお届けしている唯一のブリテンです。
私は前期 (2023-2024 年度 ) から編集委員長をさせていただいています。
役割は「各クラブ」「各部」の広報・ブリテン編集担当の方と同じです。
“One for all, all for one”　「1（いち）委員会が皆さんのために皆さんが
一人一人のメンバーのために」。
そんなワイズスピリットで取り組んでいます。
今期もよろしくお願いします。



『メネットもワイズメンズクラブの活動に積極的に参加して、
ワイズライフを楽しみましょう！』
メネット事業で、これまで多くの意義あるプログラムを展開してきま
した。しかしながら、時代の変化に伴って、その姿を変えて３年目を
迎えました。新しく設けられたメネット委員会は、西日本区において
親睦・交流を中心としたワイズメネット活動を円滑に推進することを
目的としています。ワイズにおける交流、そこから生まれる繋がりは
私たちの活動や暮らしを豊かにすることでしょう。置かれている状況
は異なりますが、無理なくできることから、ワイズの活動を楽しんで
いただけたらと思います。来年６月、西日本区大会メネットアワーで
お会いできることを楽しみにしています。

メネット委員会

大野智恵

Region Japan West 2024-25

委員長紹介

私は、１９８２年４月に京都パレスクラブに入会をしました。ワイズダム

の運動を広げていく為、京都キャピタルクラブへキーメンバーとして移籍

しました。そして更なるエクステンションにより、現在の京都トップスク

ラブに在籍しています。京都パレスクラブの大野嘉宏ワイズの背中を見て

巣立っている一人でもあります。２０２２年５月に京都パレスクラブがラ

オス人民民主共和国へYMCA国際ホテル専門学校の創設を目指すプロ

ジェクト事業を開始されました。この壮大な事業に私は賛同し、「ラオス

にYMCAを !有志の会」を京都部のメンバーを中心として結成致しました。

現在、東西日本区のワイズメンより多くの方に賛同を頂いております。こ

の壮大な国際奉仕事業を西日本区の全ての皆様にアピールし、ご支援・ご

協力をお願いする為に、今年度より西日本区にラオスにYMCAを ! 特別

委員会の活動をすることになりました。２０２５年９月にラオス人民共和

国に「YMCA国際ホテル専門学校」の開校を目指しています。

皆様のご支援・ご協力をお願い致します。

　

ラオス YMCAを ! 特別委員会

新山兼司
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今期、西日本区財務委員長を務めさせていただきます、京都トップスクラ
ブの的場幸生です。ハッキリと言いまして、今の西日本区の財務状況はと
ても苦しいです！！色々な人に色々な場面でお話してきましたが、このま
までは 10年後は破綻しているかもしれません。この危機的状況を改善する
特効薬はただ一つ、メンバー増強の一択しかありません！なかなかメンバー
数を増やすという事は簡単な事ではありませんが、これからの西日本区の
為にご協力をお願いいたします。もちろん私自身も
この財政難をどのようにすれば切りぬけられるか試行錯誤し苦しみますの
で、良いアイデアがありましたらご教授いただければ幸いです。一年間よ
ろしくお願いいたします。

財務委員会

的場幸生

委員長紹介

私の所属は中部・名古屋グランパスクラブです。私がホームページ（以下ＨＰ）

に関りを持ったのは２００３年に中部ＨＰを作ろうと、各クラブから委員を

集め「中部情報委員会」を立ち上げてからです。当時はネット環境も整いつつ、

個人間のメール交流と普及しかけたデジカメ写真（低画質）添付して感動し

ていたのを思い出します。そしてＨＰは新たな情報発信ツールとしてネット

増殖していました。中部でも情報発信しようと意気込んで２００３年９月２

１日にネット世界にデビューして以来２０年管理者として係わってきました。

ご縁あって西日本区広報・情報委員会に在席していますが、西日本区ＨＰも

ワイズの情報発信源そして書庫としての機能維持に努め今日に至っています。

広報・情報委員会委員一同よろしくお願い致します。

広報・情報委員会とは別に、私のワイズライフとしてのメイン活動は春から

秋のＹＭＣＡキャンプ場サポートです。５月のオープニングから９月のクロー

ジングまで片道 200ｋｍ、標高０m～ 1400mを行ったり来たり、キャンパー

の子供たちと楽しく過ごしています。冬はもちろんスキーキャンプのサポー

トです。

広報・情報委員会

荒川恭次

西日本区会計
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委員長紹介

最近、USAの若い女性と食事をしているときに、今まで行った海外旅行で一番良かった

ところはどこかとか、趣味は何ですかと問われました。以前食事をしたときにも同じよ

うな質問をされましたが、さて趣味と問われると？　何だろうと考えてしましました。

どのあたりまでが趣味の範囲なのでしょうか？　植物は、夏場水やりを毎日しているし

植え替えなどの事もあるので趣味かな？増えすぎて困っているメダカの餌やりは毎日

なので趣味かな？ 50年近く読み続けている小説は趣味かな？

さて、1月のうち10日近くかかわるワイズは何でしょう？趣味でしょうか？道楽でしょ

うか？　ロマンでしょうか？　私は生活の一部だと思っています。皆様はいかがお考え

でしょうか？

組織検討・安全対策委員会

遠藤通寛

ヒストリアン

遠藤通寛

子供のころ、父親から台風が家の東側を通るときと西側を通るとき、そして吹き返しの時、

家のどちら側に強く風が当たり、家のどの部分が弱いところか教えられました。

60年たっても覚えていることもあるものですね。まだ、災害で復旧途中にある方々にも

台風・大雨などの自然が関り、お困りのことと思います。

さて、突然の大規模災害はともかく、来ることが判る災害には、多少なりとも備えがで

きるものです。それぞれに取り巻く環境、災害に逢う時間と場所などを考えると気が遠

くなります。

さて、私自身何をしていること

１、枕元に LEDライト、工具セット、ライター、紐など

２、水は 5L. ガスコンロ . カスボンベ .15 本インスタント食品など　水が少ないですね

３、鞄の中、LEDライト、万能ナイフセット（これが重たい）充電器セット . ワインオー

プナー　薬セット　このせいで鞄がいつも重たい！　裁縫セットもなぜか入っています。

以前はロープも家の中に 2セット用意していたのですが（13階からの脱出は恐怖です）

停電が長く続くと食材の管理にも悩まされそうです。車からの緊急脱出用意も今週中に

解決したいと思います。

備え

趣味というものについて



2024 国際大会 in チェンマイ

8 月 8 日から 11 日までタイチェンマイにて、第 74 回ワイズメンズクラブ国際協会 国際大会が盛大に開催さ
れました。31ヵ国から約 500 名、日本からも東西合わせ 60 名近いメンバーが参加し、多くの交流と学びを
通じ親睦を深めてまいりました。
国際会長はじめ国際役員の就任式や各種式典などの他、TOF や RMB など国際奉仕プログラムの分科会や、異
なる国のメンバーがチームとなり数々のゲームを競い合うフェスティバルゲームでの交流や、各国の文化パ
フォーマンス、伝統衣装ファンショーなど多彩で有意義なプログラムの数々でした。
チェンマイは YMCA とワイズの連携が強く、地域活動も盛んなエリアです。ホストコミッティーのチェンマ
イクラブメンバー、YMCA とユース一丸での素晴らしいホスピタリティでした。エクスカーションでは、タ
イ北部の様々な文化やチェンマイYMCAの地域への取組み等に触れる事が出来、有意義な時間となりました。
最終日には熊本で開催の第31回アジア太平洋地域大会も華やかに、そして、力強くアピールをして参りました。

第74回YMI国際大会 in チェンマイ

　　　　　　　



YMI フェスティバル（至る所でこの表記が印象に残りました）に参加致しました。ボランティアの皆様を含め、
約 500 名の仲間が、世界 31ヶ国から集いました。大会の様子は、YMI の HPのビデオにて是非ご覧になって下
さい。笑顔満載のビデオになっています。
特に印象に残り参画致しました二つの企画をお伝え致します。

①YMI FUN GAMES: 参加者が国の枠を超え、25種類のゲームを各チーム 5名で様々なゲームに体を動かす企
画でした。全員が童心に戻り、笑顔一杯で楽しんでいたのが印象的でした。小生はフラフープを使ったゲームの
ナビゲーターとして、森田美都子ワイズと “SMILE”” RELAX” を強調し、一緒に楽しみました。

②IBC締結式：ASD/IBC のお役目で『ケニヤと香港』『香港とチェンマイ』のダブル IBC締結式に立会いたしま
した。各クラブが民族衣装で華やかな締結式になりました。国際の香りとワイズの楽しさをしっかりと体験でき
た、YMI フェスティバルでした。ご一緒に国際大会、ASP大会に参加し、世界の仲間と国際・交流致しましょう。

YMI世界大会@チェンマイに参加して

次期理事　中井 信一（奈良）

今回の世界大会で最も印象的だったのは、奉仕に対するニーズの変化でした。国や
経済状況によって異なりますが、従来は子供や社会的弱者への支援が中心でした。
しかし、現在では高齢者や同世代への支援がより重要視されています。この変化は、
社会の多様なニーズに対応する必要性を反映しています。また、YMI の認識を各ク
ラブや各個人が共有し、共通の認識を持つことが、次のステップへとつながる鍵と
なります。さらに、ワイズの存在意義は、社会的意義のある活動を通じて一層強化
されるべきであり、世界の視点から新たな方向性を模索する重要性を感じました。

小渕 直一(大阪西)

大会全体として「講演」、「プログラム学習」、「参加者企画プログラム」が組
み合わされ、バランスよく運営されていた。また世界 31の国や地域から、約
500 名の参加は、ワイズメンズクラブのネットワークの繋がり、また参加者
の積極的な関わりがよりよい大会に導かれたことを確信した。
　大会を通して、他国のワイズメンズクラブの地域活動や、海外支援活動の
取り組み他が学べたこと、IBC交流の実施等、大変短い期間ではあったが多
くの素晴らしいワイズとの出逢いや交わりは私の価値観をさらに豊かにし、
今後の活動への力が得られたことを喜び感謝する。      

神戸ＹＭＣＡ　松田道子(神戸ポート)

国際大会で感じた共通認識と奉仕の新たな方向性

2024 国際大会 in チェンマイ



和 歌 山 紀 の 川 ク ラ ブ 4 0 周 年 記 念 祝 会 開 催

「私は和歌山ワイズメンズクラブの元会員でした。今日、懐かしい方 と々お会いで

きて４０周年記念祝会をお祝いできるのはうれしい限りです・・・」

岸本和歌山県知事が祝辞を述べられると一気に会場が和やかな雰囲気に変わ

りました。

さる７月２８日（11:30 ～ 15:00）ホテルグランヴィア和歌山で約 150 名の参加

者が集い40周年を皆で祝い、楽しみ、語り、笑いと素晴らしいひと時を参加者

全員が共有できました。

又、40周年を契機に新しい地域奉仕活動プログラムとして「子ども食堂」に資金

援助からスタートすることを皆様の前で宣言をいたしました。

熱中症警戒アラートが発令をされている酷暑の中を 150 名もの多くの方々にご

参加いただいたことに心から感謝を申し上げます。有難うございました。

40周年記念祝会キーワード

「紀の川の流れを次世代へ　つなげる・広げる・深める」
祝会取り組み姿勢

「ワイズ、YMCA職員、ユースリーダ三位一体」

和 歌 山 紀 の 川 ク ラ ブ 4 0 周 年 記 念 祝 会 開 催

開会前勢揃い 鵜丹谷理事祝辞 子供食堂支援宣言

山口会長挨拶

40周年記念モニュメント

第2 8回西日本区大会アピール 実行委員長　　　大谷　茂
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第31回アジア太平洋地域大会（AC2025）
に向けての裏話

その２
AC2025実行委員長　田上　正（熊本むさしクラブ

AC2025 の実行委員会は 2 つあり、私が実行委員長で準備を進めているのが、

HCC（Host Convention Committee）熊本大会実行委員会です。その上位にあ

るのが ACC(Asia Pacific Area Convention Committee) アジア太平洋地域大

会実行委員会であり、ここの指導を仰がねばならない。委員長は元アジア太平洋

地域会長が務めるが、要らんことを言って誤解を生じることが一番怖い。

AC2025 実行委員長　
田上 正（熊本むさしクラブ）

大阪河内

正野 忠之

入会日：2024/8/10入会日：2024/8/1
奈良

谷口 節子

あたらしい
仲間を紹介します。

新入会
阪和部

京都キャピタル

松田 裕之

入会日：2024/8/20入会日：2024/8/20
京都キャピタル
伊藤 一子

京都部

京都エイブル

竹内 祐紀子

入会日：2024/8/20

前月号までの新入会、並びに 8月度で

まだご紹介できていない新入会のメンバー

は次号に掲載させていただきます。



西日本区担当主事　有田征彦

YMCA同盟通信

今月のYMCA同盟通信は季節柄、YMCAが長きにわたり大切にしてきたキャンプについてのお話です。コロ
ナ禍を経て、キャンプの価値は再認識され近年は多くのニーズがYMCAにも寄せられています。この夏も各地
域のYMCAで多くのキャンプが開催され、沢山の子どもたちが参加をしてくれました。

先日、能登半島地震支援で被災地（輪島市）の児童を招待しリフレッシュキャンプが行われ参加をしてきました。YMCA同
盟が主催を担い、富山YMCAと滋賀YMCAのディレクターシップのもと、5つの YMCAからリーダーを派遣。いわば全国
YMCA協働キャンプが実現、30名の子どもたちが参加をしてくれました。

能登半島にはYMCAの拠点がありません。当初、キャンプを行ったとしても、保護者がYMCAを信頼し子どもたちを送り
出してくれるか？被災した子どもたちは楽しんでくれるだろうか？そのような不安を抱えながらの実施でしたが、5ヶ月間に
わたる輪島市の避難所支援活動の中で地域との関係も深まりました。避難所支援に関わった 90名の YMCAスタッフやボラ
ンティア、各地で募金活動をしていただいた多くの皆さんの働きの上に実現し、参加した子どもたちの笑顔が溢れるキャン
プとなりました。

YMCAが大切にしてきたキャンプには、いつの時代においても子どもたちの笑顔とそこに携わるリーダーたちの真剣な眼差
しがあることを改めて感じました。地震で日常が奪われ、様々な影響を受けた被災地の子どもたちにとって、このキャンプ
の思い出や育まれた友情が少しでも心に残ってくれることを祈るばかりです。

■キャンプで逢いましょう

♪僕らのキャンプは始まったばかりさ、いばらの道をかき分けて、この先ずっと歩いて行く
　僕らのキャンプは始まったばかりさ、またいつかキャンプで逢いましょう♪

（キャンプソング：キャンプで逢いましょう）

リフレッシュキャンプでリーダーたちが話し合って選んだキャンプソングです。帰りのバスの中で輪島市の子どもたちが何
度も何度も歌っていました。



第２８回 西日本区大会



部会
予定

���� 年 � 月 �� 日（土）
会場：ホテルルブラ王山
ホスト：名古屋グランパス

中　部

���� 年 � 月 ��（土）
会場：シティプラザ大阪
ホスト：大阪サウス

阪和部

���� 年 �� 月 � 日（土）
会場：ホテルメルパルク熊本
ホスト：熊本むさし

九州部

���� 年 � 月 �日（土）
会場：ウェスティン都ホテル京都
ホスト：京都トップス

京都部

���� 年 �� 月 � 日（土）
会場：岡山教会
　　　TKPガーデンシティ
ホスト：岡山

瀬戸山陰部

びわこ部

���� 年 �� 月 �� 日（土）
会場：ホテルクライトン新大阪
ホスト：大阪西

中西部

���� 年 � 月 �日（日）
会場：ホテルニューオウミ
ホスト：滋賀蒲生野　　

���� 年 �� 月 �日（土）
会場：ホテルヒューイット甲子園
ホスト：西宮

六甲部

���� 年 � 月 �� 日（土）
会場：半月庵～錦川清流鵜飼船
ホスト：岩国みなみ

西中国部

2024 ～ 2025 年度 各部部会の開催日程です。



びわこ部

京都部

会場：ホテルニューオオミ
ホスト：滋賀蒲生野クラブ

2024年9月8日（日）

会場   ：ウェスティン都ホテル京都
ホスト：京都トップスクラブ

2024年9月7日（土）

西中国部

会場：岩国市　料亭・旅館 半月庵
ホスト：岩国みなみクラブ

2024年8月31日（土）

台風により延期となりました。続報をお待ちください。



阪和部

中部

会場   ：ホテルルブラ王山
2024年9月28 日（土）

会場：シティプラザ大阪
ホスト：大阪サウスクラブ

2024年9月14日（土）

ホスト：名古屋グランパス
2024.09.28

九州部

会場   ：メルパルク熊本
2024年10月5日（土）

ホスト：熊本むさし



中西部

会場   ：ホテルクライトン新大阪
2024年10月26日（土）

ホスト：大阪西クラブ

瀬戸山陰部

会場   ：岡山教会・TKPガーデンシティー
2024年11月9 日（土）

ホスト：岡山

ワイズメンズクラブ国�協�⻄日��　

瀬戸���  ��   

HIMEJI

HIMEJI Global

YONAGO

OKAYAMA

ユースチャレンジ24　���中��街地　一�落書き消�活動

2024 11 9  SAT　

六甲部

会場   ：ホテルヒューイット甲子園
2024年11月2日（土）

ホスト：西宮
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編集後記

馬場 昭宏
西日本区事務局 事務局長

理事通信09
2024

今西▶ imanishi@idumi-s.com
馬場▶ aki_banba@e-shoei.com

理事通信 ９月号お知らせ

9-１  国際役員・アジア太平洋地域役員変更のお知らせ

7月29日付けにて各クラブ会長皆様へメール配信済ですが、ロースター
 P40掲載の国際役員・アジア太平洋地域役員が変更となっておりますので、
 ご確認のほどよろしくお願いします。

9-2  西日本区報発送のご案内
 
2023-24年度 区報第3号は8月10日より各クラブへ順次発送済です。
2024-25年度 区報第1号も8月23日より各クラブへ順次発送されておりますので、
皆さまお受け取りの上、ご一読ください。

9-3　 第 1回エリア議会 (ACM)での承認事項（一部抜粋）のお知らせ

8月8日タイ・チェンマイにて第1回アジア太平洋地域のエリア議会が開催されました。
その中で、第31回アジア太平洋地域大会の計画および登録者数800名（予定）としての
予算が大会実行委員会から提案され、登録費は45,000円とすることが承認されました。

9-4   第 1回国際議会（ICM）での承認事項（一部抜粋）のお知らせ
 
現在（2024 - 25年度）国際議会におけるアジア太平洋地域の議席数は「1」ですが、
次年度（2025-26年度）より前年度同様の「2」に戻る事が決定されました。
2024年 6月承認の改正国際憲法における諸規則の変更に伴い、
各エリアに割り当ての議席数の再計算となり（ドント法による）、タイ・チェンマイで開催の
第1回国際議会に議案提出され承認されました。2025年 7月1日から適用されます。

9-5   臨時次期国際会長選挙開催のお知らせ 
 
チャーミン・シェン国際会長の退任及びA・シャナヴァスカーン次期国際会長の
2024－25年度国際会長就任（7月4日付け）に伴い、国際憲法第5条第2項（ｄ）の
規定により臨時次期国際会長選挙が実施されます。指名委員会より3名の候補者が指名され、
選挙は2024年 8月21日（水）17:00（中央欧州夏時間）に開始され、
024年9月20日（金）17:00（中央欧州夏時間）に締切り予定で、各区理事によるオンライン投票で行われます。

今月は西日本区における、委員会のご紹介をしました。
各委員会の内容については区報に載っておりますので、理事通信では幅広い内容で書いてもらうよう
依頼しました。また、今月は国際大会がチェンマイにて行われました。
日本からも鵜丹谷理事を始め、沢山のメンバーが参加されました。
写真も配信されておりますので、是非ご覧下さい。
9月からは各部部会もスタートします。毎日暑い日々が続いていますが、体調など崩されぬよう、部
会でお会いできるのを楽しみにしております。


